
====================================================================== 

◆□◆◆□ 群馬産業保健推進センター メルマガ第 10 号 ◆□◆◆□ 

□◆□◆□ ホームページ http://www.gummasanpo.jp/ □◆□◆□ 

====================================================================== 

このメールマガジンは群馬産業保健推進センターのホームページに掲載された 

新着情報や産業保健の説明等を配信しますので、是非お読み下さい。 

--<群馬産業保健推進センターからのお知らせ>-------------------------- 

１ 事業場内メンタルヘルス推進担当者テキストが公表される 

「労働者の心の健康の保持増進のための指針」（通称「メンタルヘルス指針」という）では、 

事業場内にメンタルヘルス推進担当者を選任することが求められています。 

中央労働災害防止協会においては、メンタルヘルス推進担当者の方々が基礎知識を習 

得するためのテキストを作成し公表しておりますので、是非ご活用ください。詳しくは、下記 

中央労働災害防止協会ホームページでご覧いただけます。 

http://www.jaish.gr.jp/information/mental.html 

２ 化学物質による災害発生事例が公表される 

厚生労働省は８月５日、平成１９年に発生した化学物質による中毒等の事故のうち、災害 

予防の参考となる一部の事例を公表した。「有機溶剤による中毒等」２７件、「特定化学物質 

による中毒等」２９件、「一酸化酸素による中毒等」４４件、「その他の化学物質による中毒等」 

１９件が掲載されております。詳しくは、下記厚生労働省ホームページでご覧いただけます。 

http://www.mhlw.go.jp/bunya/roudoukijun/anzeneisei10/index.html 

３ 「心の病」は依然として増加傾向 

（財）社会経済生産性本部メンタルヘルス研究所は、８月５日に第４回「メンタルヘルスの 

取り組み」に関する企業アンケート調査結果を発表した。調査結果をみると、最近３年間に 

おける「心の病」は５６．１％の企業が「増加傾向」と回答しており、依然として高水準で推移 

している。年齢別にみると５９．９％の企業が３０代に心の病が最も多いと回答している。また、 

今後、メンタルヘルス対策に力を入れる企業は６３．９％となっており、２００２年に同様の調 

査をした際の２倍近い値となっている。詳しくは、下記（財）社会経済生産性本部メンタルヘル 

ス研究所ホームページでご覧いただけます。 

http://www.js-mental.org/kekka.html 

４ 労働時間設定改善コンサルタント活用のご案内 

過労死、精神障害等により労災認定を受けた人の多くには、長時間労働が認められてい 

ます。恒常的な長時間労働等を改善し、仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）をめざし 

て、専門家のアドバイスを受けてみませんか。群馬労働局では、平成１８年４月に施行された 

「労働時間等設定改善法」に基づき、監督課に労働時間設定改善コンサルタントを配置し、 

事業場を訪問し労働時間等の設定改善に向けたアドバイスなどを行っておりますので、是非 

ご活用ください。（費用は無料です）詳しくは、下記群馬労働局ホームページでご覧いただけ 

ます。 

http://www.gunmaroudoukyoku.go.jp/



５ 相談機関利用促進員の委嘱等について 

働く人の心の健康を支援するため、「メンタルヘルス不調者等の労働者に対する相談機関 

による 相談促進事業」（厚生労働省委託事業）がスタートし、各産業保健推進センター内に 

「メンタルヘルス対策支援センター」が開設されました。１０月からは「相談機関利用促進員」を 

委嘱し、メンタルヘルス対策への助言、相談機関の利用促進など、職場のメンタルヘルスケアの向上を図 

るため、同利用促進員の方々が皆様の職場をお訪ねします。 

従業員の心の健康対策への取り組み方法が分からないという経営トップのみなさま、メンタルヘルス対 

策支援センター・相談機関利用促進員を気軽にご利用ください。 

なお、メンタルヘルス相談機関の登録申請が９月１日から機構本部で始まり、現在、当県からは１機関が 

登録申請中です。審査が通りましたら公表する予定です。 

６ 当センターで実施の産業保健セミナー（１０月～１１月初旬予定）のご案内 

（１） 「職場における救急体制（心肺蘇生法（ＡＥＤ、人工呼吸等））」 

開催日時 １０月１５日（水）１３：３０～１６：３０ 

開催場所 大泉町文化むら 

邑楽郡大泉町朝日５－２４－１（tel 0276-63-7733) 

講 師 太田市消防本部スタッフ 

内 容 心肺停止などの緊急時の対応について、心肺蘇生法などの実習を行う 

（２） 産業看護基礎講座「労働安全衛生マネジメントシステムと労働衛生管理」 

開催日時 １０月１７日（金）１４：００～１６：００ 

開催場所 ウェルサンピア高崎 

高崎市島野町１３５８（tel 027-353-1107) 

講 師 関口光男相談員 

内 容 健康管理だけでなく、「作業環境管理」や「作業管理」について、潜在する危険性・有害 

性の調査等（リスクアセスメント）で、職場を見直してみませんか 

（３） 「健康診断結果の保健指導（栄養指導）」 

開催日時 １０月２２日（水）１４：００～１６：００ 

開催場所 大泉町文化むら 

邑楽郡大泉町朝日５－２４－１（tel 0276-63-7733） 

講 師 野口 泰子 氏 

内 容 今年度４月にスタートした特定健診・保健指導の目的である、行動変容に結びつく 

「効果的な 栄養指導」を進めるために（特に衛生管理者、衛生推進者対応）



（４） 「母性健康管理」 

開催日時 １０月２８日（火）１３：００～１７：００ 

開催場所 前橋テルサ 

前橋市千代田町２－５－４（tel 027-231-3211) 

講 師 群馬労働局雇用均等室長 

佐藤病院 院長 佐藤 仁 氏 

沖電気工業㈱ 産業医 斎藤 知子 氏 

内 容 女性労働者が増加する中、母性健康管理のための妊産婦への配慮、職場の理解 

等を学ぶ 

（５） 「日本貨物鉄道㈱関東支社高崎機関区（実地研修）」 

開催日時 １１月４日（火）１４：００～１６：００ 

開催場所 日本貨物鉄道㈱関東支社高崎機関区 

高崎市双葉町２５－１（tel 027-323-6417) 

講 師 日本貨物鉄道㈱関東支社高崎機関区スタッフ 

内 容 実地研修を通じ、事業場における産業保健の実際を学ぶ 

７ お知らせ 

群馬県最低賃金の改定について 

群馬労働局は９月１６日、群馬県最低賃金（地域別最低賃金）を１１円引上げて時間額６７５円と 

する改正決定を行い官報公示された。（平成２０年１０月１６日施行） 

詳しくは、下記群馬労働局ホームページでご覧いただけます。 

http://www.gunmaroudoukyoku.go.jp/ 
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<<群馬産業保健推進センターメール配信サービス解除、変更はこちらから>> 

http://www.gummasanpo.jp/melmag/index.html 

<<このメールマガジンへのご意見・ご要望はこちらから>> 

sanpo10@gummasanpo.jp 
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